
海岸⽣態系における⽣物群集の変化や⽣物多様性の維持機構
を明らかにしています。また、家庭のアクアリウムや⽔⽥な
ど⾝近な環境に侵⼊する外来種の実態を調べています。

気候変動・⾃然災害・外来種海岸の群集⽣態

◀  r e s e a r c h m a p
中井の研究成果⼀覧はこちら

⾙形⾍・有孔⾍家庭の淡⽔⽣物相

⾙類を中⼼に、⾙形⾍や有孔⾍、植物や藻類な
ど様々な種や分類群を研究対象としています。

同じ場所に⽣息する様々な⽣き物をマクロ〜
ミクロまでじっくり観察する研究室です。

海に囲まれた⽇本。南北に⻑く４つの海流が流れる⽇本
は⾙の多様性が⾼く、海洋⽣物も豊富です。
海岸の⽣物相調査、各種の⽣態、種内や種間の⽣物間相
互作⽤を調べています。

海岸の⽣物相調査、各種の⽣息数調査を続けることで、
気候変動による⽣態系の変化、津波など⾃然災害による
⽣態系のダメージ、沿岸開発の影響、外来種の侵⼊状況
が明らかになります。

家の中にも知らないうちに外来種が⼊り込んでいます。
家庭のアクアリウムの⽣物相を調査することで、⼈為的
に移動し維持されている外来種の実態を明らかにしてい
ます。

⾙あるところに⾙形⾍あり、⾙形⾍あるところに有孔⾍
あり。普段は気づかれない⼩さな⽣物ですが。とても⾝
近な⽣き物です。新種を発⾒することもあり、未知であ
ることも研究の魅⼒です。

Smith et al. (2018)
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